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｢健康日本２１｣暫定直近実績値に係るデータ分析 

（身体活動･運動） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



目標値
策定時のベースライン値（現状値）

（H９国民栄養調査）
暫定直近実績値

（H１４国民栄養調査）

男性 （成人）  ９，２００歩以上 ８，２０２歩 ７，７５３歩

女性 （成人）  ８，３００歩以上 ７，２８２歩 ７，１４０歩

男性 （７０歳以上）  ６，７００歩以上 ５，４３６歩 ４，７８７歩

女性 （７０歳以上）  ５，９００歩以上 ４，６０４歩 ４，３２８歩

分野：身体活動・運動

①現状値と暫定直近実績値の比較
コメント

①暫定直近実績値に係るデータ分析
 （データの経緯変化を踏まえた分析や必要に
応じ性・年齢階級別データ等による解析）

②データの経年変化を踏まえた分析

③詳細なデータ解析について

○歩数計の機種、測定方法などは同じであるので、基本的に比較可能である。
○成人の歩数は、１５歳以上のデータを基に目標値も含めて算出されているので、留意する必
要がある。

○数値上の変化では平成９年の基準値に対して、男性449歩、女性は142歩、男性(70歳以上）
649歩、女性(70歳以上）276歩とそれぞれ減少している。しかし、平成４年からの歩数の年次推
移に関しては高齢者を測定していない平成６年のデータを除いて見ると、平成４年の男性7,512
歩、女性6,518歩、男性(70歳以上）4,618歩、女性(70歳以上）3,593歩となっており、その後平成９
から１０年にピークとなり、その後減少傾向にある（図１、図２）。

○平成９年の基準値と平成１４年の暫定直近実績値を性・年齢階級別に検討したところ、男性
では、２０歳代から４０歳代までは変化なし、５０歳代では約1,100歩の減少、６０歳代では変化な
し、７０歳以上では約650歩の減少となっている。女性では、２０歳代と６０歳代で400歩以上の増
加、他は変化がない（図１、図２）。

目標項目：２．２、２．６  日常生活における歩数の増加



②上記データ分析に基づく今後の課題及び対
策の抽出等

○都道府県や市町村における健康日本２１の地方計画が策定されたばかりであり、その対策
の効果はこれから現れてくることが考えられる。
○一部の年代、例えば５０歳代男性において歩数の減少（約1,100歩）が認めるられる。この年
代における自殺者の上昇等から、過重労働や仕事のストレスなどがその要因として考えられ、
この年齢階層に対する地域・職域における対策の推進が必要と考えられる。
○７０歳以上男性において歩数は減少し、女性においても横ばいであり、生活機能低下の防止
の観点からも地域における高年齢層に対する対策も、今後必要であると考えられる。



年齢階級別歩数の年次推移（男性）
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図１

（国民栄養調査）



年齢階級別歩数の年次推移（女性）
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図２

（国民栄養調査）



目標値
策定時のベースライン値（現状値）

（H９国民栄養調査）
暫定直近実績値

（H１４国民栄養調査）

男性  ３９％以上 ２８．６％ ３１．６％

女性  ３５％以上 ２４．６％ ２８．３％

③詳細なデータ解析について
○平成９年の基準値から平成１４年の暫定直近実績値を性・年齢階級別に検討したところ以下
のとおりであった（図３、図４）。
・男性の運動習慣者の割合は、２０歳代から５０歳代では変化がないが、６０歳代では増加して
いる。一方、７０歳以上の男性の運動習慣者の割合には変化が見られない。
・女性では２０歳代から５０歳代までは変化が見られないが、６０歳代、７０歳以上で運動習慣者
の割合は増加している。
・特に６０歳代男性は6.5％増、６０歳代女性は7.5％増、７０歳以上女性は7.7％増となっており、
高年齢層に運動習慣を有するものが増加している。逆に若年齢層では横ばいである。
・２０歳代女性の運動習慣者の割合は横ばいであるが、他の年齢階層と比較して10％程度低
い。

分野：身体活動・運動

目標項目：２．３  運動習慣者の増加

コメント

①暫定直近実績値に係るデータ分析
 （データの経緯変化を踏まえた分析や必要に
応じ性・年齢階級別データ等による解析）

①現状値と暫定直近実績値の比較
○「運動習慣あり」（1回に30分以上の運動を週2回以上、１年間継続して行っている者）という定
義は調査毎に変わっていないので、基本的に比較は可能である。

②データの経年変化を踏まえた分析
○数値上の変化では平成９年の基準値に対して、男性3％、女性は3.7％とそれぞれ増加してお
り、また平成９年からのトレンドも増加傾向にある。さらにデータを取り始めた昭和６１年から平
成１４年のトレンドをみると男性は、18.7％から31.6％と漸増傾向にあり、また女性も13.4％から
28.3％と同様な傾向にある（図３、４）。



②上記データ分析に基づく今後の課題及び対
策の抽出等

○運動習慣については、客観的に数値で表れる歩数と異なり、質問の中に「運動」の定義がな
されておらず、年代によって「運動」の捉えかたが異なっている可能性（測定バイアスの可能性）
がある。たとえば、高齢者では、散歩や庭仕事を運動に含んでいるが、若年成人では、運動
は、テニスやジョギングのようなものを指し、ウォーキングは運動に含まれない可能性があり、ま
た平成９年と平成１４年では、国民全体で「運動」の捉えかたが変化してきている可能性もある。
○栄養・食生活での目標項目で肥満者の割合が増加していることと関連して、肥満者と歩数や
運動習慣者等との関係についての分析・検討が今後必要であると考えられる。
○６０歳代以上における運動習慣者の割合は増加しているが、その他の年齢階級層では増加
傾向はなく、地域・職域における対策が必要であると考えられる。
○２０歳代女性の運動習慣者の割合は他の年齢階層と比較して低く、対策が必要であると考え
られる。



運動習慣者の割合の年次推移（男性）
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（国民栄養調査）



運動習慣者の割合の年次推移（女性）
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（国民栄養調査）


